
サ
ー
キ
ュラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

と
は

経
済
と
環
境
・
資
源
の

w
in-w
in

の
関
係
を
目
指
す
取
り
組
み

岩
村
　
は
じ
め
に
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

が
ど
う
い
っ
た
概
念
で
あ
る
か
、
細
田
先
生
か
ら
ご

説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。

細
田
　「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」に
絶
対
的

な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
概
略
と
し
て
は
、
天
然
資

源
の
経
済
系
へ
の
投
入
量
を
極
力
低
減
さ
せ
る
こ
と
、

経
済
系
の
中
で
の
節
約
利
用
・
循
環
利
用
に
よ
っ
て

資
源
の
効
率
性
を
上
げ
る
こ
と
、
使
い
終
わ
っ
た
も

の
は
自
然
系
に
排
出
せ
ず
経
済
系
の
中
に
戻
す
こ
と
、

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
考
え
た
経
済
だ
と
捉
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
政
府
の
「
循
環
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２

０
」
で
は
図
表
１
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
ま
す
。

１
９
７
０
年
以
降
、
最
終
処
分
場
の
不
足
を
契
機

に
ご
み
問
題
・
廃
棄
物
問
題
が
課
題
と
な
り
、「
分
け

れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
い
う
標
語
の
も
と
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
が
広
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

容
器
包
装
の
処
理
や
香
川
県
豊
島
で
の
機
械
製
品
の

不
法
投
棄
な
ど
が
問
題
と
な
り
、
家
庭
系
の
一
般
廃

棄
物
や
産
業
系
の
産
業
廃
棄
物
に
か
か
わ
ら
ず
、
包

括
的
に
廃
棄
物
の
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
、
３
Ｒ
と

い
う
概
念
が
出
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
の
シ
ー

ア
イ
ラ
ン
ド
・
サ
ミ
ッ
ト
で
小
泉
純
一
郎
首
相（
当

時
）が
３
Ｒ
の
概
念
を（
元
々
は
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ

た
よ
う
で
す
が
）国
際
発
信
し
た
こ
と
で
、
世
界
中

に
こ
の
概
念
が
普
及
し
ま
し
た
。「
分
け
れ
ば
資
源
、

混
ぜ
れ
ば
ご
み
」
か
ら
発
展
し
た
３
Ｒ
の
推
進
は
、

先
進
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
も
の
の
、
ま
だ

廃
棄
物
政
策
と
い
う
域
を
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
と
前
後
し
て
１
９
９
９
年
に
は
「
循

環
経
済
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、

２
０
０
０
年
に
は
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基

本
法
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
環
境
六

法
と
言
う
べ
き
循
環
系
の
法
律
が
数
多
く
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
よ
っ
て
、

資
源
を
大
切
に
使
う「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」、

資
源
を
使
い
回
し
て
埋
め
立
て
処
分
場
を
効

率
的
に
使
用
し
よ
う
と
い
っ
た
循
環
型
社
会

の
概
念
が
広
く
定
着
し
ま
し
た
。
企
業
の
努

力
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
般
市
民
も
分
別

排
出
に
協
力
し
て
３
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。「
生
ご
み
な
ど
は
地
域
」

「
鉄
や
非
鉄
は
広
域
」
と
い
っ
た
様
々
な
レ

イ
ヤ
ー
は
あ
る
も
の
の
、「
地
域
循
環
」
と

い
う
日
本
独
特
の
概
念
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

経
団
連
の
循
環
型
社
会
形
成
自
主
行
動
計

画
を
含
め
、
日
本
は
独
自
の
方
法
で
廃
棄
物
の
最
終

処
分
量
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
２
０
１
５

年
に
Ｅ
Ｕ
が
循
環
経
済
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
表
し
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）」
の

概
念
を
提
唱
し
た
こ
と
は
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
循
環
経
済
と
は
、
経
済
と
環
境
・

資
源
のw

in-w
in

を
目
指
す
と
い
う
点
で
、
従
来
の

サーキュラー・エコノミー
の促進に向けて

細田衛士
ほそだ　えいじ

東海大学副学長・政治経済学部教授
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Round-table Discussion

Round-table Discussion

• 線形経済：大量生産・大量消費・大量廃棄の一方通行※の経済
※調達、生産、消費、廃棄といった流れが一方向の経済システム（’take-make-consume-throw away’
pattern）

• 循環経済：あらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を図りつつ、付加価値の最大化を
図る経済

従来の資
源の流れ
CEでの資
源の流れ

凡例：

再販売/再利用
/リファービッシュ メンテナンス

別ループ別ループ

シェア/PaaS
　　　（モノのサービス化）

新たな目的
での再利用

再製造2.0

マテリアルリサイクル&
サーマルリサイクル 

リサイクル材、
副産物 循環資源

サプライヤー
クローズド
ループ・
リサイクル

素材加工

組立

ディストリ
ビューション

製品
設計

コンポーネントコンポーネント
製造

バージン素材

収集
廃棄物

利用

図表１　循環経済とは

出所：経済産業省「循環経済ビジョン2020」
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循
環
型
社
会
と
は
異
な
る
新
し
い
概
念
で
す
。
市
場

を
使
い
な
が
ら
市
場
以
外
の
制
度
的
な
イ
ン
フ
ラ
も

整
備
し
、
資
源
効
率
性
や
付
加
価
値
性
を
高
め
、
雇

用
も
創
出
し
、
経
済
成
長
へ
つ
な
げ
る
と
い
う
、
新

し
い
資
本
主
義
な
の
で
す
。

　

日
本
で
も
２
０
２
０
年
に
「
循
環
経
済
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
０
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
２
０
２
１
年
に

は
経
団
連
と
環
境
省
、
経
済
産
業
省
と
の
官
民
連
携

に
よ
る
「
循
環
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｊ
４
Ｃ

Ｅ
：
ジ
ェ
イ
フ
ォ
ー
ス
）」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た（
詳

細
は
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。
最
近
で
は
さ
ら
に
、
経
済

産
業
省
が
「
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
デ
ザ
イ

ン
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
総
合
的
な
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー（
循
環
経
済
）と
は
、

循
環
型
社
会
か
ら
１
歩
抜
け
出
て
、
経
済
と
環
境
・

資
源
のw

in-w
in

の
関
係
を
目
指
す
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

に
取
り
組
む
意
義

資
源
循
環
は
企
業
存
続
に

不
可
欠
な
経
営
課
題

岩
村
　
続
い
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に

取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
お
考
え
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
循
環
型
社
会
へ
の
形
成
に
向

け
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
日
本
で
、
な
ぜ
い

ま
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
転
換
を
図
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
市
川
副
議
長
の
お
考
え

を
伺
え
ま
す
か
。

市
川
　
化
学
素
材
を
供
給
し
て
い
る
当
社
に
と
っ
て
、

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
取
り
組
み
の
必
要

性
や
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
も
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
い
っ

た
汎
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
供
給
者
で
、
事
業
の
開
始

時
か
ら
い
わ
ゆ
る＂
動
脈
＂に
あ
た
る
部
分
の
充
実
・

強
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
１
９
６
０
年
代
以
降
、
各
社
が
競
っ
て

石
油
化
学
事
業
に
参
入
し
ま
し
た
。
汎
用
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
マ
ッ
チ
し
た
優
れ

た
素
材
で
あ
り
、
高
度
成
長
期
に
国
民
生
活
の
利
便

性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
の
に
多
大
な
貢
献
を
し

ま
し
た
。
20
世
紀
末
ま
で
に
、
日
本
全
体
で
年
間
₈

０
０
万
ｔ
と
い
う
膨
大
な
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
生

産
さ
れ
、
国
内
外
に
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
21
世
紀
に
入
り
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
環
境
に
与
え
る
負
の
側
面
が
深
刻
な
社
会
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　

我
々
素
材
供
給
者
も
、
従
来
の
よ
う
な
量
的
拡
大

を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、＂
静
脈
＂或
い
は
資
源
循

環
に
取
り
組
む
こ
と
を
消
費
者
や
投
資
家
か
ら
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
、

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り

組
み
も
、
企
業
存
続
に
と
っ
て
不
可
欠
な
経
営
課
題

で
す
。
強
い
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
が
、
２
０
０
３
年
か
ら
事
業
化
し
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す

（
図
表
２
）。
回
収
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
子
レ

ベ
ル
ま
で
分
解
し
て
水
素
を
抽
出
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア

を
合
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
年
間

７
万
ｔ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
受
け
入
れ
、
約
１
万

ｔ
の
水
素
を
抽
出
し
、
空
気
中
の
窒
素
と
合
成
し
て

約
６
万
ｔ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
一

部
の
水
素
は
、
水
素
発
電
の
原
料
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

始
め
る
前
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
都
市
ガ
ス
）を
分
解
す
る
こ

と
で
、
全
て
の
水
素
を
得
て
い
ま
し
た
。
約
７
万
２

０
０
０
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
約

50
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
え
る
こ
と

で
約
４
万
ｔ
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
削
減
、
Ｃ
Ｏ
2
に
換
算
す
る

と
年
間
約
11
万
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
静
脈
連
鎖
の
１
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事
業
だ
と

自
負
し
て
お
り
、
国
内
外
に
積
極
的
に
紹
介
し
て
、

事
業
を
拡
大
し
て
い
く
所
存
で
す
。

日
本
が
取
り
組
む
べ
き
３
つ
の
理
由

│
資
源
制
約
︑

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
︑

地
方
分
散

岩
村
　
同
じ
く
野
田
副
議
長
に
お
願
い
し
ま
す
。

野
田
　
私
は
欧
州
を
本
社
と
す
る
企
業
に
身
を
置
い

て
い
る
の
で
、
Ｅ
Ｕ
の
動
向
を
中
心
に
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
の
大
き
な
背
景
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン

ダ
リ
ー
で
す
。
20
世
紀
は
資
源
を
大
量
に
搾
取
し
て

製
造
、
消
費
、
廃
棄
す
る
こ
と
で
大
き
な
成
長
を
生

み
出
し
た
一
方
、
ご
み
問
題
や
資
源
の
枯
渇
、
気
候

変
動
問
題
に
つ
な
が
り
、
地
球
の
再
生
能
力
は
限
界

に
達
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
20
世
紀
経
済
に
お
け
る
大

量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
経
済
シ
ス
テ
ム

が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
生
産
・
消
費
そ
の
も
の
の

在
り
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
大
き

な
問
題
意
識
が
根
底
に
あ
る
の
で
す
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
２
０
１
５
年
に
循
環
経
済
パ
ッ
ケ
ー
ジ

が
公
表
さ
れ
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
、
主
に
５
つ
の
要
因
が
存
在
し
ま
す
。
１
点
目

は
当
然
な
が
ら
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
で
す
。
２
点

目
は
、
資
源
問
題
で
す
。
と
り
わ
け
重
要
鉱
物
資
源

を
Ｅ
Ｕ
域
外
に
依
存
し
て
い
る
と
の
危
機
意
識
が
非

常
に
強
く
、
域
内
で
資
源
を
循
環
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
３
点
目
は
、
消
費
者
、
特
に
若
者
世
代

の
意
識
変
容
で
す
。
エ
シ
カ
ル
な
も
の
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
な
も
の
を
求
め
る
と
い
う
若
者
世
代
の
価
値
観

が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
大
き
な
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。
４
点
目
は
、
市
民
セ
ク
タ
ー
を
代
弁
す
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
強
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
す
。
５
点
目
は
、

投
資
家
の
変
化
で
す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
経
営
を
求

め
る
投
資
家
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
企
業
も
変
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
成
長

戦
略
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
２
０
１
₈
年
に

公
表
さ
れ
た
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ

コ
ノ
ミ
ー
が
２
０
３
０
年
時
点
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
０
・
５

％
の
増
加
に
寄
与
し
、
70
万
人
の
雇
用
増
加
に
つ
な

が
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
は
ル
ー
ル
メ
イ
キ

ン
グ
も
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
が
議
長

国
と
な
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
３
２
３
の
策
定
を
主
導
す

る
ほ
か
、
Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー

（
注
１
）に
も
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
対
応
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
政
策
を
受
け
、
各
国
は
競
う
よ
う
に

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
戦
略
を
策
定
・
推
進

し
て
お
り
、
各
国
企
業
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち

で
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
移
行

1

195t/day

廃プラスチック ガス化
プラント 水素

CO2

炭酸
ガス

ドライ
アイス

アンモニア
175t/day

・プラリサイクルを通じて、低炭素水素・アンモニア、CO2の製品化
・日量約200tのプラを投入、年間約6万t処理。（家庭からの容リプラ
の約1割を処理）

・国内初、製造プロセスとしてエコマーク認定取得

水素ステーション

炭酸
飲料

フレッシュ
パック

植物促成
栽培

30t/day

受け入れたプラスチックは２つの施設（破砕成形設備、ガス化設備）で
処理

低温ガス化炉 高温ガス化炉

ガス化設備

温度 600℃
圧力 1MPaG

温度 1400℃以上
圧力 1MPaG

破砕成形設備

①圧縮ベール
受入

②破砕
（破砕機）

③減容成形
（成形機）

④減容成形品
（成形プラ）

プラ回収

自治体
所管範囲

ベール化(圧縮梱包)

→→

©SHOWA DENKO K.K. All Rights Reserved.

破砕成形

エコマーク認定
プラスチック製容器包装リサイクル
によるアンモニア製造プロセス
15504001
昭和電工川崎事業所

ガス化

https://www.resonac.com/jp/kpr/process.html

使用済プラスチック 合成ガス
RPF

当社所管当社所管
範囲

廃プラスチック ケミカルリサイクル事業 プロセスフロー

図表2　廃プラスチックケミカルリサイクル事業とプロセスフロー

提供：レゾナック・ホールディングス
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や
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
製
品
の
開
発
を
急
い
で
い
る
の

で
す（
図
表
３
）。

　

こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
動
き
が
あ
る
中
で
、
私
自
身

は
３
つ
の
理
由
か
ら
、
日
本
こ
そ
が
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
１
点
目
は
資
源
問
題
で
す
。
日
本
は
Ｅ
Ｕ
と

同
じ
く
小
資
源
国
で
、
重
要
鉱
物
資
源
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
資
源
を
海
外
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
特

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
米
中
対
立
の
中
、
脱
炭
素
時

代
の
鍵
を
握
る
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）バ
ッ
テ
リ
ー
等

刻
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
結
果
、

一
極
集
中
も
緩
和
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
こ
れ
を
前
に

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
経

済
シ
ス
テ
ム
は
循
環
の
輪
が
小
さ
い
ほ
ど
効
果
が
高

い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
推
進
は
、
分
散
型
社
会
の

実
現
と
親
和
性
が
高
い
の
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
と
い
っ
た
地
方
創
生
の
政
策
が
進
め
ら

れ
る
中
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
地
方
分

散
型
社
会
の
実
現
を
セ
ッ
ト
で
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
強
み
は
技
術
を
積
み
上
げ

着
実
に
実
践
し
て
い
く
こ
と

岩
村
　
細
田
先
生
は
、
政
府
の
審
議
会
な
ど
で
様
々

な
政
策
立
案
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
Ｅ
Ｕ

発
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
考
え
方

に
、
日
本
と
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
に

つ
い
て
、
お
考
え
を
伺
え
ま
す
か
。

細
田
　
Ｅ
Ｕ
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
し
っ
か
り
と
策
定
し
、
雇
用
増
加
や

成
長
率
に
つ
な
げ
る
概
念
設
定
の
も
と
、
各
国
が
Ｅ

Ｕ
域
内
で
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や

り
方
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
移
行
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
２
０
２
２
年
４

月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た（
図
表
４
）。
日
本

に
不
可
欠
な
重
要
鉱
物
資
源
を
価

値
観
の
違
う
国
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
は
、
経
済
安
全
保
障
上
の
大

き
な
リ
ス
ク
で
す
。
日
本
国
内
で

資
源
循
環
を
推
進
す
る
こ
と
は
、

喫
緊
の
課
題
な
の
で
す
。

２
点
目
は
Ｅ
Ｕ
同
様
、
２
０
５

０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
向
け
た
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｇ
Ｈ

Ｇ
）排
出
量
の
削
減
で
す
。
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
は

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移
行
だ
け

で
は
不
十
分
で
す
。
環
境
省
が
２

０
２
２
年
９
月
に
公
表
し
た
試
算

で
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
へ
の
移
行
に
よ
り
、
36
％
相

当
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減
に
貢
献

し
得
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
注
２
）。

３
点
目
は
、
地
方
分
散
型
社
会

の
実
現
で
す
。
日
本
は
、
東
京
一

極
集
中
に
よ
り
地
方
の
疲
弊
が
深

の
強
み
は
、
各
企
業
が
技
術
を
活
か
し
て
、
一
歩
一

歩
着
実
に
実
践
し
て
い
く
点
で
す
。
す
な
わ
ち
、
一

挙
に
は
変
化
せ
ず
と
も
、
技
術
を
少
し
ず
つ
積
み
上

げ
、
徐
々
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有
し
て
い
く
と
い
う

積
み
上
げ
型
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
法
律
が
施
行
さ
れ
る
と
そ
れ
に
従
っ
て
き

っ
ち
り
と
動
き
始
め
る
こ
と
も
強
み
で
す
。
例
え
ば
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
る
前
は
、
各
業
者

が
家
電
を
回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
律
の
施
行
後

は
、
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
に
家
電
が
集

ま
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
１

歩
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
発
展
さ
せ
、

経
済
と
環
境
のw

in-w
in

の
関
係
を
生
み
出
す
に
は
、

動
静
脈
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
共
生
を
一
段
と
強
め
、

新
し
い
資
本
主
義
の
方
向
に
向
け
て
付
加
価
値
生
産

性
を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ー
キ
ュラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

促
進
に
向
け
た
課
題

業
界
の
垣
根
を
越
え

一
体
的
に
取
り
組
む

岩
村
　
先
ほ
ど
ご
紹
介
の
通
り
、
２
０
２
１
年
３
月

に
経
団
連
は
、
環
境
省
・
経
済
産
業
省
と
共
同
で
Ｊ

４
Ｃ
Ｅ
と
い
う
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
は
大
変
困
難
と
な
り
、
コ
ス
ト
も

か
か
り
ま
す
。
廃
棄
物
と
し
て
排
出
し
た
の
ち
に
、

な
ん
と
か
リ
サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と
考
え
る
の
で
は
な

く
、
製
品
の
設
計
段
階
や
材
料
の
調
達
段
階
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
し
や
す
さ
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と

し
た
取
り
組
み
を
含
め
、
現
状
で

感
じ
る
課
題
に
つ
い
て
、
野
田
副

議
長
、
市
川
副
議
長
に
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

野
田
　
私
も
環
境
委
員
長
と
し
て

Ｊ
４
Ｃ
Ｅ
の
立
ち
上
げ
に
直
接
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
活
動
の
中
で
は
、
動
静
脈
が

連
携
す
る
仕
組
み
を
ど
う
構
築
す

る
か
と
い
う
点
、
コ
ス
ト
の
点
、

消
費
者
・
市
民
の
意
識
を
ど
う
変

え
る
か
と
い
っ
た
点
が
、
大
き
な

課
題
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。
私

自
身
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
さ
ら
に
推
進
す
る
う
え

で
、
次
の
３
つ
の
課
題
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
動
脈
と
静
脈
の
協

力
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
の
経
験

で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
製
品
に
複

数
の
素
材
が
混
合
し
て
い
る
と
、

促
進
を
目
的
と
し
た
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
Ｊ
４
Ｃ
Ｅ
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
日
本
企
業
の
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の
収

集
と
国
内
外
へ
の
発
信
や
、
官
民
対
話
を
通
じ
た
課

題
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す（
図
表
５
）。
そ
こ
で
こ
う

デカップリング（UNEP-IRP）国際連合（国連環境計画 国際資源パネル）
持続可能な発展に向け、資源効率性を高め、経済活動と資源消費・
環境影響とのデカップリング（切り離し）を行う必要性を提唱

G7、G20
G7エルマウ・サミット（2015年）、G20ハンブルク・サミット
（2017年）以降、資源効率性に係る政策対話が継続
G20大阪サミット（2019年）では、海洋プラスチックごみによ
る追加的な汚染を2050年までにゼロにまで削減することを目
指す「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を共有

循環経済パッケージ（2015年） EUプラスチック戦略（2018年）

特定プラスチック製品の環境影響減少
に関わる指令（2019年）

エコデザイン指令（順次改正）

使い捨てプラスチック製品の使用禁止
 PETボトルへの再生材利用目標　等

１）持続可能な製品政策枠組み
●エコデザイン指令の対象拡充
（非エネルギー関連製品・サー
ビス）

●「持続可能性原則」の策定（耐
久性・再使用可能性・アップ
グレード性・修理可能性、再生
材利用などを位置づけ）

●製品情報のデジタル化／デー
タベース構築

●早期陳腐化の防止／修理を受
ける権利の担保　等

２）重点分野
①電子機器・ICT機器、 ②バッ
テリー・車両、③包装、④プラ
スチック、⑤繊維、⑥建設・ビ
ル、⑦食品・水・栄養　

●2030年までに全てのプラ容器
包装をコスト効果的にリユー
ス・リサイクル可能とする

●企業による再生材利用のプ
レッジ・キャンペーン

●再生プラスチックの品質基準
の設定

●使い捨てプラスチックに対す
る法的対応のスコープを決定
する　等

１）行動計画(Action Plan)
●海洋プラスチックごみの大幅
削減

●エコデザイン指令作業計画
●二次資源の品質基準の開発　等発　等発
２）廃棄物法令の改正案
2030年の目標を設定
●一般廃棄物の65%、包装廃棄
物の75%を再使用またはリサ
イクル

●一般廃棄物の埋立量を10%に
削減
３）優先分野
プラスチック、食品廃棄物、希少
原料、建設・解体、バイオマス
４）経済効果
欧州企業で6,000億ユーロの節
約、58万人の雇用創出

循環経済アクションプラン（2020年）

欧州（EU）の主要な取組

エネルギー関連製品（家電等）を対象に
循環性要件も追加

Human well-being

Economic activity（GDP）

Resource use

Time

Environmental impact

Resource decoupling

Impact decoupling

図表3　循環経済に関する国際的な動向

出所：経済産業省「循環経済ビジョン2020」

●製造事業者等向けのプラスチック使用製品設計指針（環境配慮設計指
針）を策定するとともに、指針に適合したプラスチック使用製品の設計
を認定します。

●国等が認定製品を率先して調達することやリサイクル設備を支援する
ことで、認定製品の利用を促します。

プラスチックのライフサイクル全般での〞3R+Renewable〞により､サーキュラーエコノミーへの移行を加速

プラ製品の環境配慮設計に関する指針に即した環境配慮製品を
国が初めて認定し、消費者が選択できる社会へ

①設計・製造段階

●コンビニ等でのスプーン、フォークなどの、消費者に商品やサービスと
ともに無償で提供されるプラスチック製品を削減するため、提供事業
者に対し、ポイント還元や代替素材への転換の使用の合理化を求める
措置を講じます。

●これにより、消費者のライフスタイル変革を促します。

小売・サービス事業者などによる使い捨てプラの使用を合理化し、
消費者のライフスタイル変革を加速

②販売・提供段階

●市町村が行うプラスチック資源の分別収集・リサイクルについて、容器
包装プラスチックリサイクルの仕組みを活用するなど効率化します。

●使用済プラスチックについて、製造事業者等の計画を国が認定するこ
とで廃棄物処理法上の許可を不要とする特例を設けます。

●産業廃棄物等のプラスチックについて、排出抑制や分別・リサイクル
の徹底等の取組を排出事業者に求める措置を講じるとともに、排出事
業者等の計画を国が認定することで廃棄物処理法上の許可を不要とす
る特例を設けます。

あらゆるプラの効率的な回収・リサイクルを３つの仕組みで促進③排出・回収・リサイクル段階

解体しやすい 素材代替リデュース

プラ製品の設計を環境配慮型に転換

使い捨てプラをリデュース

排出されるプラをあまねく回収･リサイクル

解体しやすいリデュース

図表4　プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律の概要

出所：経済産業省／環境省
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な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
修
理
可
能
性
や
分
解
可
能

性
、
リ
サ
イ
ク
ル
性
と
い
っ
た
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
リ
テ

ィ
ー
」
を
前
提
に
製
品
設
計
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ラ
ー
と
の
共
同
設
計
な

ど
も
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
点
目
は
、
廃
棄
物
を
効
率
的
に
回
収
・
仕
分
け

し
、循
環
に
つ
な
げ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
仕
組
み

の
構
築
で
す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、

一
企
業
、一
業
界
だ
け
で
は
実
現
し
得
ま
せ
ん
。
業

界
の
垣
根
を
越
え
て
連
携
し
、
仕
組
み
全
体
を
作
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
多
様
な
業

種
の
企
業
が
参
加
す
る
Ｊ
４
Ｃ
Ｅ
に
は
大
き
な
成
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
経
済
性
の
点
に
お
い
て
も
、一

社
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
コ
ス
ト
増
に
な
り
ま
す
が
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
が

変
わ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
す
。
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
な
し
に
は
実
現

し
得
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｕ
で
は
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
製
品
パ

ス
ポ
ー
ト（
Ｄ
Ｐ
Ｐ
：D

igital Product Passport

）

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
材
料
調
達
・
加
工
・

製
品
化
を
行
っ
た
場
所
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
、
再
生
材

比
率
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
排
出
量
と
い
っ

た
製
品
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
、

一
つ
一
つ
の
製
品
に
パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
格
納
し
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
連
携
さ
せ
る
仕
組
み
で

す
。
ま
さ
に
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
推
進

す
る
上
で
大
き
な
鍵
と
な
る
政
策
で
す
。
ま
ず
、
Ｅ

Ｖ
な
ど
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
対
象
に
Ｄ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
が

検
討
さ
れ
、
ド
イ
ツ
政
府
主
導
でCatena-X

（
カ
テ

ナ
エ
ッ
ク
ス
）と
い
う
デ
ー
タ
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
企
業
同
士
の
協
力

の
も
と
、
情
報
の
整
備
や
導
入
に
関
す
る
検
討
が
進

ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

経
済
性
の
壁
を 

乗
り
越
え
る
た
め
に
は

市
川
　
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
と
っ
て
の

最
大
の
課
題
は
、
経
済
性
で
す
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
説

明
す
る
と
、
ま
ず
民
間
の
一
般
消
費
者
か
ら
大
量
の

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回
収
し
、
原
料
と
し
て
プ
ラ
ン

ト
に
投
入
す
る
と
い
っ
た
静
脈
機
能
を
一
企
業
で
担

う
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
行
政
側
が
回
収
の
た
め
の

仕
組
み
を
設
計
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
す
。
２

つ
目
は
巨
額
の
初
期
投
資
の
負
担
と
そ
の
回
収
期
間

が
長
期
に
な
る
こ
と
で
す
。
当
社
の
プ
ラ
ン
ト
で
は
、

稼
働
が
安
定
し
事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
約
10
年
間

か
か
り
ま
し
た
。
動
脈
側
投
資
と
は
異
な
る
投
資
回

収
見
通
し
の
難
し
さ
が
存
在
し
ま
す
。
３
つ
目
の
課

題
は
、
静
脈
側
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
す
。
当
社
で

は
１
日
平
均
２
０
０
ｔ
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
１
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
メ
ー
タ
ー
の
塊

に
な
っ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
毎
日
３
０
０
個
以
上

受
け
入
れ
、
保
管
、
プ
ラ
ン
ト
へ
の
投
入
と
い
う
静

脈
を
３
６
５
日
安
定
的
に
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
す
る
現
場

の
負
担
は
、
大
変
大
き
く
な
り
ま
す
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
政
策
の
打
ち
出
し
と

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
設
計

市
川
　
企
業
経
営
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
短
期
的
な

収
益
に
直
結
で
き
る
動
脈
側
へ
の
投
資
を
優
先
す
る

こ
と
に
な
り
、
静
脈
へ
の
投
資
は
考
え
づ
ら
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の

強
い
意
志
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
行
政
や
国
側
か
ら
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

な
る
政
策
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
静
脈
側

の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
企
業
側
で
負
担
す
る
の
は
困

難
な
の
で
、
行
政
側
で
き
ち
ん
と
し
た
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
で
す
。
新
技
術
や
新
製
品
の
研
究
開
発

に
対
す
る
、
税
制
面
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
有
効

で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
設
計
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
当
社
の
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
事
業
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
な
お

か
つ
中
央
集
権
或
い
は
一
極
集
中
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
で
す
。
静
脈
側
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
地
方
分

散
型
・
地
産
地
消
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
し
て
、

消
費
地
に
近
い
と
こ
ろ
で
中
小
規
模
の
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
、
加
え

て
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
の
複
合
化
、
複
線
化
、

そ
こ
に
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出

す
、
そ
う
い
う
柔
軟
な
発
想
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
の
自
由
な
発
想
や
旺
盛
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
、

こ
の
よ
う
な
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た
い

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
と
い
っ
た
都
市

資
源
の
排
出
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

レ
ア
ア
ー
ス
や
貴
金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
回
収
し
、
新
し
い
付
加
価
値
を
創
出
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。
我
々
企
業
側
が
技
術
開
発
で

取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

資
源
循
環
を
前
提
と
し
た 

静
脈
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
再
設
計

岩
村
　
政
策
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
細
田
先
生
の
お

考
え
を
伺
え
ま
す
か
。

細
田
　
既
に
話
題
に
挙
が
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ
ダ

ク
ト
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｅ
Ｕ
は
、
早
い
段
階
か
ら
産
業
共
生
と
い
う
言
葉
を

提
唱
し
て
い
ま
し
た
。
個
々
の
企
業
が
利
益
を
上
げ

て
市
場
経
済
が
潤
う
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
動
静
脈

が
連
携
協
力
し
て
動
く
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
す
。
や
は
り
意
識
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作

り
変
え
、
産
業
共
生
に
よ
っ
て
全
体
で
コ
ス
ト
を
下

げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
簡
単
な
例
で
言
う
と
、
静

目的
国内の企業を含めた幅広い関係者における循環経済への更なる理解醸成と取組の促進及び循環経済へ
の流れが世界的に加速化する中での国際社会におけるプレゼンス向上を目指し官民連携を強化する。
具体的取り組み
◆循環経済に関する日本の取り組み事例の収集と国内外への発信・共有
◆循環経済促進に向けた対話の場の設定
◆循環経済に関する情報共有やネットワーク形成
パートナーシップ構成員
創設団体：環境省、経済産業省、経団連
参加企業・団体：147社・18団体・計165（2022年12月現在）
　① 経団連の会員企業または団体
　② ①以外の企業または団体で、本会の目的に賛同して参加を希望し、
　　 創設団体が参加を認めた者
　事務局：（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）　

• 2021年１月20日、環境省と経団連との懇談会にて、官民連携による「循環経済
パートナーシップ（略称：J4CE ジェイフォース）」の立上げに合意。
• 2021年３月２日、環境省・経済産業省・経団連により、「循環経済パートナー
シップ」が発足。

図表5　循環経済パートナーシップ（J4CE）について

経団連事務局作成

SDGsやカーボンニュートラルへの取り組みは、企業存続に
とって不可欠の経営課題だ。強い危機意識を持って、サーキュ
ラー・エコノミー（CE）への取り組みを進めていくが、企業経
営の観点からは、経済性の問題と投資回収見通しの難しさがあ
る。企業は、短期的な収益に直結する動脈側への投資を優先す
ることになり、静脈側への投資は考えづらく、そのロジスティ
クスを企業側で負担するのも困難である。これを乗り越えるに
は、企業トップが強い意志を示す必要がある。CEを可能にす
るには、コスト面、品質面でのハンディキャップを製品価格に
転嫁する、或いは税制上の優遇をするなどの政策の裏付けが求
められる。一般生活者も大量生産・大量消費型の発想を切り替
え、CEを成り立たせるために多少コストが高くても受け入れ
ることが必要である。� （市川秀夫）
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脈
物
流
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
、
異
な
る
オ
フ
ィ

ス
メ
ー
カ
ー
同
士
で
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
協
力
し
て
収
集
し
た
結
果
、
良
い
循
環
が
生

ま
れ
て
い
る
実
例
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
循
環
型
経
済
は
廃
棄
物
行
政
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
静
脈
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
コ
ス
ト
を
下
げ
づ
ら
く
し
て
い
ま
す
。
個
別
の

リ
サ
イ
ク
ル
法
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法

が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
チ
ェ
ー
ン
全
体

で
コ
ス
ト
を
下
げ
る
発
想
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
も
う
１
歩
進
め
て
、
資
源
循
環
を
前
提
に
し
た

静
脈
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
再
設
計
が
必
要
で
す
。
従

来
の
循
環
型
社
会
に
は
地
域
循
環
と
い
う
観
点
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
足
腰
が
弱
く
、
底

上
げ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
９
年
に
環

境
省
が
打
ち
出
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
振
興
方

策
で
も
、
底
上
げ
と
成
長
が
テ
ー
マ
に
挙
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
路
線
に
従
え
ば
、
諸
々
の
課
題
を

解
決
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。
静
脈
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
に
は
、
当
然
Ｄ
Ｘ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ（Internet of T

hings

）と
い
っ
た

デ
ジ
タ
ル
化
も
重
要
で
す
。

　

静
脈
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
は
、
物
流
が
か
な
り
の

コ
ス
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
下
げ
る
こ
と
で
、

効
率
的
な
循
環
を
促
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
廃
棄
物
行
政
に
偏
っ
て
い
た
も
の
を
、
循
環

系
に
シ
フ
ト
し
、
経
済
と
環
境
・
資
源
のw

in-w
in

の
関
係
を
構
築
す
べ
く
、
国
全
体
で
動
い
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
循
環
経
済
の
取
り
組

み
に
対
し
、
何
ら
か
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
税
制
上

の
特
典
な
ど
の
支
援
を
意
図
的
に
行
わ
な
い
と
、
産

業
共
生
を
促
進
し
、
市
場
経
済
を
生
み
出
す
の
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。

サ
ー
キ
ュラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

促
進
に
向
け
て
政
府・企
業・

国
民
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と

期
待

岩
村
　
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
に
向

け
た
課
題
を
様
々
な
角
度
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
は
、
今
後
、
政
府
、
企
業
、
国
民
等

が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、
期
待

も
含
め
細
田
先
生
の
お
考
え
を
伺
え
ま
す
か
。

産
業
共
生
に
向
け
た 

新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

細
田
　
日
頃
様
々
な
企
業
と
交
流
し
、
審
議
会
等
へ

参
加
す
る
中
で
、
企
業
組
織
の
中
で
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
強

く
意
識
し
て
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
危
機
感
が
、
企
業

全
体
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、

も
ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
部
門
の

人
た
ち
は
、サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
推
進
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
意
識
が
あ
り
ま
す

が
、
設
計
部
門
に
な
る
と
コ
ス
ト
や
売
り
上
げ
に
目

が
向
き
が
ち
で
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
定
が
な
さ

れ
る
と
早
く
推
進
さ
れ
ま
す
が
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
だ

と
危
機
感
の
全
体
共
有
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
が

現
状
で
す
。
企
業
側
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
産
業
共
生
、
動
静
脈
で
の
協
力
を
進
め
る

に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
国
や
非
営
利
組

織
な
ど
の
役
割
も
重
要
で
す
。
こ
れ
は
経
団
連
に
対

す
る
強
い
リ
ク
エ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
従

来
、
業
界
独
自
の
規
範
を
持
っ
て
動
い
て
お
り
、
経

団
連
全
体
で
従
来
の
資
源
循
環
に
関
す
る
自
主
行
動

計
画
に
よ
り
、
最
終
処
分
量
を
激
減
さ
せ
ま
し
た
。

経
団
連
に
は
さ
ら
に
も
う
１
歩
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
た
め
の
産
業
共
生
に
向
け
た
新
た
な

シ
ス
テ
ム
構
築
を
お
願
い
し
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
思
考
の
需
要
を
表
明
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
向
け
て

細
田
　
一
方
で
、
Ｅ
Ｕ
で
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
が
実
現
す
れ
ば
雇
用
増
加
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
上
昇
に
寄

与
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
私
自
身
は
懐
疑
的

で
す
。Ｅ
Ｕ
或
い
は
エ
レ
ン
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
団
の

リ
ポ
ー
ト
に
大
き
く
欠
け
て
い
る
の
は
、
グ
リ
ー
ン

な
有
効
需
要
を
い
か
に
作
り
出
す
か
と
い
う
視
点
で

す
。
有
効
需
要
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
、
経
済
成
長
や

雇
用
増
加
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
や
ユ
ー

ザ
ー
が
、
グ
リ
ー
ン
思
考
の
需
要
を
表
明
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

耐
久
消
費
財
が
あ
ふ
れ
る
現
代
で
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
若
者
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
世
界

全
体
で
思
考
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
今
の
若
者

世
代
は
、も
の
を
所
有
す
る
よ
り
、Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
代
表

さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
モ
ノ
よ
り
も
コ
ト
を
売
る
ビ
ジ

ネ
ス
す
な
わ
ち「Product as a service

（PaaS

）」

に
着
目
し
て
い
ま
す
。
基
本
と
な
る
も
の
づ
く
り
に

付
加
価
値
を
乗
せ
、
消
費
者
の
グ
リ
ー
ン
な
も
の
に

対
す
る
需
要
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
消
費
者
・
ユ
ー
ザ
ー

の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。「M

obility as a Service

（M
aaS

）」
も
同
様
の
例
で
す
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

を
実
現
す
る
方
向
で
需
要
を
喚
起
し
、
消
費
者
も
そ

れ
に
応
え
れ
ば
、
生
産
部
門
・
商
品
部
門
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
均
衡
あ
る
成
長
と
な
り
、

雇
用
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が
、
狭
き
門
で
は

あ
る
も
の
の
可
能
な
道
筋
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
企
業
間
連
携
で 

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

岩
村
　
そ
れ
で
は
、
市
川
副
議
長
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

市
川
　
国
や
行
政
に
対
し
て
の
期
待
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
静
脈
側
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
を
企
業
側
で
負
担
す
る
の
は
困
難
で
す
。

加
え
て
、
一
般
的
に
汎
用
製
品
は
基
礎
原
料
か
ら
直

接
製
品
を
製
造
す
る
方
が
、
コ
ス
ト
面
で
も
品
質
面

で
も
有
利
で
あ
る
の
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

コ
ス
ト
面
、
品
質
面
で
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
製

品
価
格
に
転
嫁
す
る
、
或
い
は
税
制
上
の
優
遇
を
す

る
な
ど
の
政
策
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
企

業
側
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
政

府
・
行
政
に
は
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
、
運
用
面

で
の
指
導
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

企
業
側
へ
の
期
待
と
し
て
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
意

思
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
に
は
、
企
業
内
で
明
確
な
基
準
を

示
し
、
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の

よ
う
な
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、
よ
り
真
剣
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
企
業
だ
け
で
付
加
価
値
を

高
め
る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
異
業
種
を
含
め
た

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な
企
業
間
連
携
に
よ
っ
て
、
新

し
い
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
活
者
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の

発
想
を
切
り
替
え
る

市
川
　
国
民
や
一
般
生
活
者
に
つ
い
て
は
、
常
に
安

く
て
良
い
も
の
と
い
う
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型

の
発
想
を
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

EUにおけるサーキュラー・エコノミー（CE）の背景には、大量
生産・大量消費・大量廃棄の経済システムが限界に達し、生産
と消費そのものの在り方を変えるべきだとの問題意識がある。
日本は、資源の多くを海外に依存する上、カーボンニュートラ
ルの実現には再生エネルギーだけでは不十分であり、CEへの
転換は待ったなしだ。サーキュラーな経済システムは、循環の
輪が小さいほど効果が高く、その推進は分散型社会と親和性が
あり地方創生にも資する。製品の設計や材料調達の段階からリ
サイクル性を考慮し、廃棄物を効率的に回収する仕組みを構築
する必要がある。そこにはデジタル技術の活用が欠かせない。
CEは、「リサイクル産業」ではなく、耐久性、修理性、リサイ
クル性に優れた製品を作る「ものづくり産業」だ。質の高いも
のづくりに強みを持つ日本にこそチャンスだ。�（野田由美子）
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ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
そ
れ
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分

別
す
る
こ
と
は
非
常
に
有
効
で
す
。
貼
っ
て
あ
る
紙

の
ラ
ベ
ル
を
剥
が
し
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、
材
料
循

環
が
容
易
に
な
り
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ

に
つ
な
が
り
ま
す
。
企
業
側
の
勝
手
な
言
い
分
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を

成
り
立
た
せ
る
に
は
、
多
少
コ
ス
ト
が
高
い
も
の
を

消
費
者
側
に
も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
生
活
者
も
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の

中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

学
界
、
特
に
技
術
系
・
工
学
系
の
分
野
に
つ
い
て

は
、
産
学
共
同
で
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
高
度
化
に
取

り
組
む
べ
き
で
す
。
若
い
人
の
自
由
な
発
想
で
新
し

い
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
課
題
に
取

り
組
み
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
多
く
生
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

岩
村
　
そ
れ
で
は
最
後
に
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
を
促
進
し
て
い
く
う
え
で
、
政
府
や
経
済
界

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
べ
き
か
、
野
田
副
議
長

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

成
長
戦
略
の
中
に 

サ
ー
キ
ュラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を 

位
置
付
け
る

野
田
　
政
府
に
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ー
は
、
欧
州
の
成
長
戦
略
で
あ
る
「
グ
リ
ー
ン
デ

ィ
ー
ル
」
の
柱
の
１
つ
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
成
長
戦
略
の
中
に
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
位
置
付
け
、
国
策
と
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
経
産
省
は
、
２
０
２
２
年

１０
月
に
「
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
デ
ザ
イ
ン

研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
戦
略
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
環
境
省
で
も
、
先
に
紹
介
し
ま
し
た
通
り
、
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
削
減

へ
の
貢
献
を
定
量
化
す
る
な
ど
、
政
策
を
強
化
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
別
省
庁
の
取
り
組
み
を
超
え

て
、
国
と
し
て
大
き
な
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
り
、
具
体
的
な
施
策
を
進
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

経
団
連
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
、

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
お
よ
び

生
物
多
様
性
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
と
も
に

三
位
一
体
で
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

の
大
き
な
変
革
で
す
。
政
府
に
も
、
司
令
塔
を
作
り
、

一
体
的
・
包
括
的
に
政
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
し
、
経
団
連
も
政
府
と
共
に

変
革
を
成
功
に
導
い
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

企
業
も
、
自
社
の
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
資

源
制
約
や
気
候
変
動
な
ど
環
境
制
約
に
対
応
す
る
こ

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
過
剰
な
品
質
・
包
装
・
サ
ー

ビ
ス
を
当
た
り
前
の
も
の
と
し
て
享
受
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
発
想
を
切
り
替
え
る
時
代
が
来
て
お
り
、

生
活
者
の
マ
イ
ン
ド
の
変
化
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、

と
は
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
日
本
で

も
若
者
世
代
を
中
心
に
、
消
費
者
の
価
値
観
は
変
容

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
時
を
待
た
ず
に
Ｅ
Ｕ

同
様
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
も
の
、
エ
シ
カ
ル
な
も
の
、

グ
リ
ー
ン
な
も
の
を
求
め
る
消
費
者
は
増
え
て
く
る

で
し
ょ
う
。
今
か
ら
備
え
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
の
み
な
ら
ず
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
も
タ

ク
ソ
ノ
ミ
ー
が
発
表
さ
れ
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ

ノ
ミ
ー
が
対
象
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
投
資

家
が
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
企
業
を
求
め
る
よ
う
に
な
る

中
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
移
行
す

る
こ
と
は
企
業
経
営
に
と
っ
て
不
可
避
で
す
。
世
界

最
大
の
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ロ
ッ
ク
も
、

重
要
視
す
る
６
つ
の
領
域
の
１
つ
に
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
掲
げ
、サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
直
接
的
に
推
進
す
る
企
業
や
そ
の
恩
恵

を
受
け
る
企
業
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
を
可
能
な
ら
し
め

る
イ
ネ
イ
ブ
ラ
ー
企
業
へ
の
投
資
を
進
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
、
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
す
る
こ
と
で
企
業
価
値
を
高
め
る
と
い

う
発
想
に
転
換
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
に
強
み
が
あ
る
日
本
が 

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

野
田
　
私
は
以
前
か
ら
、
日
本
に
は
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
世
界
で
リ
ー
ド
で
き
る
強
み
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
単
な
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
産

業
」
で
は
な
く
、
長
寿
命
で
耐
久
性
が
あ
り
、
修

理
・
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
製
品
を
作
る
「
も
の
づ
く

り
産
業
」
だ
か
ら
で
す
。
質
の
高
い
も
の
づ
く
り
に

強
み
が
あ
る
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
な
の
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
売
り
切
り
型
か
ら
、
耐
久
性
な
ど

の
質
の
高
さ
や
優
れ
た
機
能
、
環
境
性
能
を
価
値
化

し
て
対
価
を
受
け
取
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
変
革
す

る
こ
と
で
、
競
争
優
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
な
素
材
や
部
品
、
製
品
を
開
発
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
は
世
界
で
不
可
欠
な
存
在

と
な
り
得
る
で
し
ょ
う
。

岩
村
　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
２
０
２
２
年
12
月
12
日
　
経
団
連
会
館
に
て
）

（
注
１
）�Ｅ
Ｕ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
規
則
は
、
持
続
可
能
な
投
資
を
促
進
す
る

戦
略
と
し
て
、
環
境
的
に
持
続
可
能
な
活
動
の
基
準
を
定
め
る

も
の
。
２
０
２
０
年
７
月
に
発
効
。「
環
境
目
的
」
と
し
て
「
循

環
経
済（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）へ
の
移
行
」
を
含
む

６
分
野
が
定
義
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
の
１
つ
以
上
に
実
質
的

に
貢
献
す
る
こ
と
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
２
）�環
境
省
「
第
四
次
循
環
基
本
計
画
の
第
２
回
点
検
及
び
循
環
経

済
工
程
表
の
策
定
に
つ
い
て
（
参
考
資
料
）」
Ｐ
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w
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EUでは、サーキュラー・エコノミーの概念を明確にし、雇用
の増加や経済成長につなげるべく、各国がそれぞれの強みを活
かしながら取り組んでいる。日本の強みは、各企業が技術を活
かして着実に実践していく点である。プロダクトチェーン全体
で連携・協力してコストを削減することが重要だ。これまでの
循環経済は廃棄物行政の上に成り立っていたが、もう１歩進め
て、資源循環を前提にした静脈ロジスティクスを再設計すべき。
また、「ものづくり」にサービスの付加価値を乗せ、消費者の
グリーンなものに対する需要を実現できるような環境づくりが
必要だ。サービス需要を喚起し、消費者もそれに応えれば、生
産部門・商品部門も変化し、均衡ある成長と雇用増加も不可能
ではない。� （細田衛士）
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